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2.60 〉 5.260
午前10時～午後6時

休館日：3.llo

主な展示資料
＊はチラシ表面に掲載

◎はチラシ中面に掲載
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かつて見世物は 、庶民に最も親しま れた身近な芸能娯楽であった。と くに江戸時代後期

には 、江戸の両国や浅草、大坂の難波新地なとで盛 んに興行され 、 都市の盛り場には つき

ものの楽しみであり、内容としては 「曲芸」「細工見世物」「動物見世物」の3つが主なジャン

ルであった。なお、「細工見世物」とは 、 よく知ら れた物語や歴史の 場面、伝奇伝説人物、名

所風景なとを、各種素材の細工と、から く り、 大道具大 仕掛 、人形ほかで仕組んで見せたも

のである。見世物は当時の 庶民共有の話題であり、 錦絵や絵番付なと関連する出版物が

数多く刊行されている。

このたび国立刷場では 、四十年前後の長い時間をかけて収集してきた錦絵や絵番付な

との見世物資科509点を、 図版オ ールカラ ーで『国立劇場所蔵 見世物資料図録』として令

和3年(2021) 2月に刊行する運びとなった。

そこでそれに合わせて 、所蔵資料の粋を紹介する企画展示『見世物の精華』を2月6日

から5月 26日まで、伝統芸能情報館で開催する。多くの方々にたくさんの見世物資料の優

品 、 稀品 、 貴重な品を直接ご覧いただき 、 私たちが拠って 立つ過去の時代と文化を、 こ れま

で以上に知っていただ くきっ かけとな れば幸いである。

監修：川添裕（横浜国立大学大学院教授）

1見世物の場所—両国、浅草、難波新地ほか

◎浮世絵あらわし岩尾丈六尺三寸（女力持）明和 ～安永頃力江戸・両国〇
＊錦 絵東都名所両国橋夕涼全図※見世物小屋（両岸）天保頃江戸・両国（最下段）
＊錦 絵ふきや町小芝居にて花桐繁十郎11J1まく ら(1ll1枕）天明3年(1783)頃江戸韮屈町（中段左上）
◎摺 物なんばしんち大すずみゑづ（難波新地大涼み絵図 、見世物の集党）天 Iyl2年(1782) 大坂·難波新地〇
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m 見世物と異国

＊錦 絵賂舵之図（賂舵の見世物）文政7年(1824) 江戸・両国（中段左下）
◎錦 絵ギヤマン舷（ギヤマンガラス細工）弘化 4年 (1847) 江戸・浅玲：0
◎錦 絵簡細工浪花細工人・一田庄七郎（数干禅師と虎）文政2年 (1819) 江戸・浅草®

11早竹虎吉の軽業

◎錦 絵両国於而早竹虎吉かる業図（石梢、 木舞渡り）安政4年(1857) 江戸・両国〇
＊錦 絵雷のはなれわざ大坂下り・早竹虎吉（軽業一念困と筑紫の飛梅）安政4年(1857) 江戸・両国（中段右）
◎絵本番付早竹虎吉 大当り（軽業）江戸末期〇
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v 松本喜三郎の生人形

◎錦 絵風流生人形（松本喜三郎遊女黛）安政3年(1856) 江戸・浅雖〇
＊錦 絵人形之図（松本喜三郎生人形鋭山）安政3年(1856) 江戸・浅郡（上段左）
◎絵番付西国順礼三十三所観音益験記松本喜三郎（生人形）明治12年(1879) 大阪・千日前⑪

IVからくり、大道具大仕掛

◎絵番付からくり御曹子嶋巡細工人・竹田近江大橡（竹田からくり）※竹田芝居典行元文5年～立保2年 (1740-42) 力〇
◎絵番付新工夫風からくり細工人•田中儀右衛門（蒸気からくり）天保頃〇
＊錦 絵曲独楽竹沢藤次（道成寺、 抒れの的）弘化元年 (1844) 江戸・両国（上段右）
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